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1．はじめに

日常生活の中では，複数対象の運動を同時に追跡する

状況が存在する。たとえば，自動車を運転している際に

は，進行方向を同じくする車，対向車，歩行者など，安

全な運行に係る対象を追跡する必要がある。この複数対

象を追跡する状況は，スポーツ環境，特にゴール型ゲー

ムのスポーツにおいても存在する。ゴール型ゲームのひ

とつであるサッカーのゴールキーパーは，失点を防ぐた

め，主に次の対象を追跡している。ボールについては，

その位置や動く方向・速さを認知し，追跡している。対

戦相手については，その選手がボールを持っているか，

シュートを狙っているか，パスを受けようとしているか

などの動きを認知し，追跡している。味方選手について

は，その選手がボールに向かって移動しているか，空い

ているスペースへ移動しているかなどの動きを認知して

いる。それぞれの対象は，運動速度・方向やボール保持

者・非保持者といった対象の様態が刻々変化しており，

常に同じ状況にはない。この中でゴール型ゲーム熟練者

は，これら複数対象の運動を同時に追跡し，その場に必

要な判断を行いプレーしている。この複数対象を追跡し

判断する巧みさは，ゴール型ゲームをプレー・観戦する

際の魅力のひとつであろう。一方で非熟練者は，複数対

象のうち，あたかもひとつの対象しか追跡できず，追跡

できていない対象のプレーによって失敗しているように

見られる。たとえば，サッカーで非熟練者のゴールキー

パーは，ボールを保持している対戦相手の動きのみを追

跡し，人のいないスペースへ走り込んでボール受け取る

対戦相手の動きを追跡できずに失点してしまうことがあ

る。このような複数対象を追跡できない現象はどのよう
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仮説を解説し，それぞれが持つ特徴について述べる。

Pylyshyn and Storm（1988）は，実験において追跡者が用

いていた追跡方略をFINST（FINgers of INSTantiation）モデ

ルとして提唱した。FINSTモデル（Pylyshyn, 1989, 2001；

Pylyshyn and Annan, 2006；Pylyshyn and Storm, 1988）

は，追跡者が各追跡対象物体にインデックス（牽引，見

出し）をつけ，このインデックスを手がかりに 1個ずつ

物体を追跡する方略である。この仮説で特徴的なことは，

インデックスが追跡者の物体への迅速なアクセスを可能

にするポインターとしての役割を果たしており，物体が

追跡対象かそうでないかの弁別を前注意的処理によって

並列的に処理しているとする考えである。前注意的処理

は，「テクスチャーの弁別のような視覚刺激を広範囲に

わたってすばやく，自動的に（無意識的あるいは自発的

に）処理するモード」（行場，1986）である。具体的には，

人が物体を弁別する際に，物体が持つ色や形，質感など

といったテクスチャーを用いて自動的に処理することで

ある。これにより人は，注意を伴わずに複数の物体を弁

別することができる。視野内における注意を検討してい

る研究では，視野内に同時に向けることができる注意は

1対象であるという仮説がある （Posner, 1980）。この仮

説に沿えば，追跡においては，複数物体を 1個ずつ追跡

対象であるかどうか弁別する，対象物体の位置を記憶・

保持する，運動後の位置を予測するといった複数の認知

的な過程を経る必要があり，複数物体を同時に追跡する

ことは困難である。しかし，物体につけられたインデッ

クスによって物体の弁別が前注意的処理によって行われ

な理由によるのだろうか。そこで本研究では，人が複数

物体を追跡する現象を検討した研究やその現象に関連す

る研究を記述的にまとめ，追跡者の中で起きているメカ

ニズムを示す。そして，スポーツ現象において現在示唆

されている内容を示し，今後の研究の可能性を検討する

ことを目的とする。

2．多物体追跡課題における追跡方略について

複数物体を同時に追跡する現象を検討した研究は，多

物体追跡課題と呼ばれる心理物理的な実験によって進め

られてきた。最初に多物体追跡課題を用いて複数物体を

追跡する現象を検討したのは，Pylyshyn と Storm であ

る。Pylyshyn and Storm （1988） が用いた多物体追跡課

題は，次の内容となっている（図 1）。① ディスプレイ

上に10個の小さな十字を表示し，そのうち 5個を追跡

が必要な対象として点滅させる。② 点滅後，10個の十

字はディスプレイ上を 7～15秒間ランダムに運動する。

③ 運動終了後，10個の十字のうち 1個が点滅するので，

この十字が追跡必要な対象であったかどうかを追跡者は

回答する。この実験において追跡者が 85.6％の正答率

を示したことから，人は複数物体を同時に追跡できるこ

とが実証された。その後，他の研究者たちがこの多物体

追跡課題を用い，さまざまな条件下において人が複数物

体を追跡する現象を検討してきた。それらの研究では，

人が複数物体を追跡する際に用いる方略について 4つの

仮説が示され，検証されてきた。本章では，その 4つの

図 1．多物体追跡課題の例（Pylyshyn and Storm（1988）を参考に筆者作成）

　　　図中にある10個の十字のうち，任意の数が追跡対象となる。

　　　追跡者は，図中央の四角形に視点を置きながら物体を追跡する。
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が制限された資源と考え，作業においてはこの資源を配

分してあたっているとした。多焦点注意仮説は，この考

えに基づいて，空間内にあるすべての追跡対象物体に対

して注意資源を配分して追跡していると考える（図 3）。

また，この仮説においては，視野内に向けることができ

る注意の数は無限に存在するわけではなく，固定され

た数が存在していると考えられている （Cavanagh and 

Alvarez, 2005）。たとえば，左右視野における追跡可能

物体数の検討をした研究がある。Alvarez and Cavanagh

（2005）は，ディスプレイを左右に分け，左右それぞれ

において多物体追跡課題を実施する条件，左右どちらか

一方に多物体追跡課題を実施する条件の 2条件からなる

実験を実施した。実験の結果，左右どちらか一方に複数

の運動物体を呈示し追跡させた課題では，物体追跡の正

確性が低下することが示された。また，Chen et al. （2013）

は，追跡する物体の移動速度は，左右の視野内それぞ

れで影響を及ぼしていることを示した。すなわち追跡

に用いる注意は，左右の視野で分かれていると考えら

れる （Alvarez and Cavanagh, 2005；Chen et al., 2013；

Störmer et al., 2014）。

4つ目の仮説は，フレックス仮説である。これは，

複数物体を追跡する正確性には物体の運動速度や物体

間の距離が影響をしており，これらの要素によって

追跡可能な数は変化するという仮説である （Alvarez 

and Franconeri, 2007）。この仮説では，先の多焦点注

るのであれば，物体が追跡対象かどうかの弁別が自動的

に行われるため，視野内に同時に払われる注意が 1対象

であってもより多くの物体の追跡が可能となる。

2つ目の仮説は，多角形認識仮説 （Erlikhman et al., 

2013；Yantis, 1992；Zhao et al., 2014） である。この仮

説では，追跡者は呈示された追跡対象物体を線でつな

ぎ， 1個の多角形の物体として認知する。対象物体の追

跡は，物体の運動による多角形の形の変化を利用して

追跡対象物体の位置情報の更新を行い認知するという

仮説である。たとえば，十字が追跡対象物体であった

Pylyshyn and Storm （1988） の実験課題条件では，追跡

対象である十字の中心を図 2のように直線で結ぶことで

五角形を描くことができる。追跡者は，追跡対象物体の

運動が進む中で物体を 1個ずつ追跡するのではなく，こ

の線でつながれた五角形の形状変化を認知し，追跡対象

物体とそれ以外の物体を判別していると考えられる。こ

れによって，先の FINST モデル同様に，視野内におい

て同時に注意を向けることができる物体が 1個であった

としても追跡することが可能となる。

3つ目の仮説は，多焦点注意仮説 （Cavanagh and 

Alvarez, 2005） である。この仮説は，先の 2つの仮説

と異なり，視野内にある物体の複数に同時に注意を向

けることができるという考えに基づいている （Awh and 

Pashler, 2000；Castiello and Umiltà, 1992；McMains 

and Somers, 2004）。Kahneman （1973） は，注意は総量

図 2． 多角形認識仮説のイメージ（Pylyshyn and Storm

（1988）の実験条件から筆者作成）

　　　 追跡者は，追跡対象物体を直線で結んだ仮想の多

角形の変形によって，追跡対象物体とそれ以外の

物体を弁別する。

図 3． 多焦点注意仮説およびフレックス仮説のイメージ

（Pylyshyn and Storm（1988）の実験条件から筆

者作成）。図中の円は追跡者の分割された注意を

示し，その濃淡が注意配分量を表している。
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意仮説と同様に，視野内にある複数の物体に注意を向

けることができるという考えに基づいている。追跡者

は，物体が複数存在する空間，物体の素早い運動速度

など追跡が困難な状況では，困難な状況が起きている

空間により多くの注意資源を配分して追跡を行ってい

ることが示唆されている （Horowitz and Cohen, 2010；

Iordanescu et al., 2009）（図 3）。また，この仮説に関

連する仮説として空間干渉仮説がある （Franconeri et 

al., 2010）。空間干渉仮説では，追跡対象物体がそうで

ない物体とどの程度離れているかが追跡の正確性に影

響を与えていると考えられている。物体間の距離を検

討した研究では，追跡対象物体の視野角 3deg 以内に

そうでない物体が近づいた場合には弁別が難しくなり

（Iordanescu et al., 2009），追跡の正確性が低下すること

が報告されている （Franconeri et al., 2008；Holcombe 

et al., 2014；Intriligator and Cavanagh, 2001；Tombu 

and Seiffert, 2008）。Iordanescu et al. （2009） の実験で

は視点がディスプレイ中心に固定するよう指示されてい

たことから，追跡者は対象物体の認知に細部まで見るこ

とが難しい周辺視を用いていた。そのため追跡者は，物

体感の距離が近づいた場合には，追跡対象物体とそうで

ない物体を混同してしまったと考えられる （Levi, 2008；

Strasburger et al., 2011）。このことから複数物体の追跡

には，注意資源の配分と周辺視野といった生理学的影響

が重なり合って影響していることがわかる。

ここまで 4つの仮説を説明してきたが，多物体追跡課

題においては，人が複数物体を追跡できるかどうかだけ

でなく，人の注意のメカニズムがどのように存在し，物

体の追跡に作用しているかについての検討がされてい

る。これらの仮説は，それぞれを支持する研究結果が示

されており，どの仮説が最も良く多物体追跡現象を説明

しているかまだ結論が出ていない。また，これらの仮説

が，課題の状況によって使い分けられている可能性もあ

る。追跡者が用いる多物体追跡方略を明らかにするには，

今後も検討を続けていく必要があるだろう。

3．多物体追跡課題における正確性に及ぼす要因 
および可変性に関する研究

先の章においては，人が複数の物体を追跡できること，

そこで用いられている方略が複数の仮説によって説明さ

れていることを示した。次に検討される内容は，人はい

くつの物体を同時に追跡できるのか，どの程度の速度の

物体を追跡できるのかといった，追跡能力についてであ

る。本章では，多物体追跡課題における正確性に及ぼす

要因を検討した研究についてまとめる。正確性に及ぼす

要因としては，呈示される物体数，物体間の距離，物体

の運動速度，物体の形状，視覚探索方略，追跡者の運動

を取り上げた。また，追跡する能力が熟達するかどうか

という観点についてもまとめる。熟達については，加齢

と学習（経験）について取り上げた。

1） 追跡可能な物体数，物体間の距離と追跡の正確性に

ついて

Pylyshyn and Storm （1988） が実施した最初の研究で

は，ディスプレイ上に10個の物体を呈示し，そのうちい

くつを追跡できるか検討を行った。実験の結果，物体の

運動速度が視野角で 1.25～ 9.4deg/secの場合，3～ 5

個の物体を追跡できることが報告されている。この 3～

5個という数は，物体の運動速度が視野角で 4.67deg/

secであったYantis （1992） の研究においても同様の結果

が得られている。追跡対象物体をそうでない物体と弁別

することができる数については，運動する物体ではない

が，ディスプレイ上に配置した物体のうち弁別対象の

物体の位置を見分ける課題においても検討されている

（Franconeri et al., 2007）。この実験では，物体間の距離

を密集条件と過疎条件の 2条件で設定し，物体間の距離

の違いによる弁別能力を測定した。実験の結果，過疎条

件では平均 5.6箇所，密集条件では平均 4.2箇所を弁別

できることが示された。これらのことから人は，空間に

存在する位置や物体を 3個以上弁別・追跡することが可

能であることがわかる。そして，物体の弁別の正確性に

は，前章にて説明した空間干渉効果と合わせて，物体間

の距離が影響していることが示唆される。また，追跡対

象物体数とそれ以外の物体数の関係を式によって示す

ことを目指した研究もある （Hulleman, 2005）。しかし，

これまで行われてきた多物体追跡課題の方法（対象物体

のうちひとつを回答するかすべてを回答するか）が異な

り，明確な関係式は得られていない。

2）物体の運動速度と追跡の正確性について

追跡の正確性には，物体の運動速度も関係している。

Alvarez and Franconeri （2007） は，運動速度と追跡可能

物体数は反比例の関係となっていることを明らかにし

ている。実験結果からは，運動速度が視野角でおよそ

16deg/secの時に追跡可能物体数が 0となる。また，物

体の運動軌道を追跡する精度を検討した研究も存在する

（Tripathy and Barrett, 2004）。この研究では，ディスプ
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レイ上に点が左から右へ等間隔・等速度でかつ仮想の一

直線上に順に出現するように設定され，あたかも点の集

合が運動軌道のように見える実験画像が呈示された。ま

た，実験では点の出現間隔が 4条件に設定され，仮想直

線の運動速度が異なるような設定となっていた。点は，

ディスプレイ中央において仮想直線上から進行角度を変え

て出現する場合があり，追跡者はこの変化を認知するこ

とが求められた。実験の結果，進行角度の変化が小さい

場合は直線の運動軌跡の変化を正確に認知することが難

しく，この現象は点の出現間隔に関係ないことが示された。

したがって曲率が小さい線運動においては，運動の速度

が物体の追跡に影響を及ぼさないことが示唆される。

3）物体の形状と追跡の正確性について

ここまで取り上げた研究では，追跡における物体数

および物体間の距離や運動速度の影響を検討するため，

物体の形状を統一して実験を行ってきた。しかし，現

実世界においては，物体は個々に形状が異なる。そこ

で，各物体の形状が異なる場合，多物体追跡課題での

追跡の正確性がどうなるか検討が行われている （Cohen 

et al., 2011；Kyllo and Landers, 1995；Nummenmaa et 

al., 2017）。Horowitz et al. （2007） は，追跡対象物体の

形がそれぞれ異なっている場合，正確に追跡できた物体

数は 2個だったことを報告している。これは，物体の特

徴も含めて追跡することが認知的負荷を増大させ，その

結果として追跡の正確性が低下したと考えられている。

この特徴を持たせた物体を追跡する場合では，複数の追

跡対象物体の位置を 1個ずつ順に認知して追跡する方略

をとっていることが示唆されている （Li et al., 2019）。

4）追跡者の視覚探索方略と追跡の正確性について

複数物体追跡時における視点の配置や運動は，物体の

正確な追跡にとって重要な要因となるだけでなく，追跡

時の注意資源の配分を検討する上でも重要な手がかりと

なる。そこでこれまでの研究では，追跡者の多物体追跡

課題時における視覚探索方略（視点の配置や運動）に

ついて検討が進められてきた。Fehd and Seiffert （2008）

は，追跡者の眼球運動を測定し，複数の追跡対象を仮想

の線で結んだ多角形の中心に視点が置かれていることを

示した。たとえば，追跡対象物体が 5個ある場合は，こ

の 5個の物体を仮想の線でつないだ五角形の中心に視点

を置いていることを指している。これは，追跡者はすべ

ての追跡対象物体に均等に注意資源を配分できる位置に

注視点を置き，周辺視を用いて追跡を実施しているこ

とを示唆している （Fehd and Seiffert, 2010；Fluharty et 

al., 2016；Vater et al., 2016）。

5）追跡者の運動と追跡の正確性について

これまで取り上げた研究では，追跡者は実験室にお

いて，静止した状態でディスプレイ上を運動する物体

を追跡していた。しかし，現実世界では，自動車の運

転時のように，追跡者自身も運動していることがある。

Thomas and Seiffert （2010） は，実験室内において追跡

者を運動させて多物体追跡課題を実施した。実験の結

果，追跡者を運動させた状態での成績は，静止した状態

と比べて低いことが示された。この結果は，追跡者が

運動する物体の位置を自身の位置との関係で認知して

いるため，追跡者と追跡対象物体がともに運動する場

合は追跡対象物体の位置を認知する際にズレが生じる

ためであると考えられる （Huff et al., 2009；Rump and 

McNamara, 2006）。

6）複数物体を追跡する能力と加齢，学習の関係について

多物体追跡課題に関する研究は，人はいつから複数の

物体を追跡できるのかという発達や，追跡する能力は向

上するのかという熟達の観点からも研究が行われてい

る。人は，生後 6ヶ月ごろから物体を追跡することがで

き （Richardson and Kirkham, 2004），6.5歳ごろには成

人同様に 4個の物体を追跡できるようになる （O’Hearn 

et al., 2005, 2010）。一方で，60歳以上の人は，20～35歳

の人と比べて追跡の正確性が低下することが示されてい

る （Insel et al., 2006；Sekuler et al., 2008；Störmer et 

al., 2011）。また，複数物体の追跡に慣れている職業の

人は，そうでない人に比べて多物体追跡課題の成績が良

いことが示されている。Allen et al. （2004） は，航空管

制官の多物体追跡課題の成績は，大学生と比べて高いこ

とを示した。また，日常的にビデオゲームをしている

人は，そうでない人に比べて，多物体追跡課題の成績

が良いことが確認されている （Dye and Bavelier, 2010；

Green and Bavelier, 2003）。このことは，複数物体を正

確に追跡する方略が学習可能であることを示している。

しかし，これまでのところ，追跡方略の学習方法に関す

る研究は見当たらない。また，Memmert et al. （2009） は，

多物体追跡に慣れている人がそうでない人よりも正確な

追跡ができる状況について，追跡をしている普段の状況

に似ていることが必要だという結果も示しており，学習

の結果が一般化されるかどうかについては疑問が残って

いる。熟練者の方略は，指導によるものではなく，複数

物体を追跡する環境に置かれることによって自然と学ば

れるものかもしれない。
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4．スポーツ場面における研究の可能性

「はじめに」で述べたとおり，スポーツ，特にゴール

型ゲームにおいては，複数物体を追跡する現象が発生し

ている。ゴール型ゲーム熟練者は，非熟練者と比べて，

複数の物体（味方選手，対戦相手，ボール）がある状況

においてもそれらを追跡することが可能であり，失点の

危険などの判断を適切に行うことができる。本章では，

前章でまとめた知見をスポーツの現象にあてはめ，今後

の研究の可能性を検討する。

人には，これまでの研究によって同時に追跡できる物

体の数に限りがあることがわかっている。したがって，

ゴール型ゲームにおいても追跡できる対象の数は，参加

選手の人数に関係すると考えられる。たとえば，参加

選手は，3人制バスケットボールでは 6名，ラグビーで

は30名である。先の研究によれば追跡可能数は 3～ 5個

（Pylyshyn and Storm, 1988） であり，参加選手が多くな

るほど同時に追跡できない対象が増える。また，これら

の種目は，プレー空間の広さが異なっている。30名が

参加するラグビーのプレー空間は最大 70m×100mであ

り，6名が参加する 3人制バスケットボールの 15m×

11mに比べ広い。広いプレー空間においては，追跡対

象間の距離が広がって密集度が低くなり，参加選手数が

多くても追跡が容易となる可能性がある。さらに，サッ

カーなどの種目では，選手によって主に相手陣に攻め入

ることが役割，主に自陣に残ってゴールを守ることが役

割と攻守の役割が比較的明確に区別されている場合もあ

る。この場合，たとえばディフェンスをしている選手

（追跡者）は，相手選手のうち攻め入る役割を持つ選手

を主な追跡対象とする戦略を立てることができ，必ずし

も参加選手すべてを追跡する必要がない。このような参

加選手数やプレー空間，選手による役割などのゴール型

ゲームの各種目が持つ特性は，追跡者の複数物体を追跡

する方略に違いをもたらすだろう。ゴール型ゲームの現

象において複数物体を追跡する方略を検討する際には，

種目が持つ特性の違いを考慮する必要がある。

物体の運動速度と追跡の正確性については，人が複数

物体を追跡できる最大の速度がこれまでの研究において

示されている。この追跡対象物体の運動速度と追跡の正

確性の関係は，ゴール型ゲームにおいて選手やボールな

ど追跡対象の移動速度に当てはめることができると考え

る。Alvarez and Franconeri （2007） の研究では，ディス

プレイ上を動く物体の運動速度を同一条件内では統一

し，物体の運動速度と追跡の正確性について検討してい

る。しかし，ゴール型ゲームにおいては，ボールと選手

の運動速度や各選手間の運動速度が異なる場合，選手の

運動速度が途中で変化する場合などがある。このような

物体間での異なった動きや物体内での速度変化は，ゴー

ル型ゲームのみならず日常の現象においても起きるであ

ろう。ゴール型ゲームでの検討に際しては，物体内・間

の動きに変化を持たせた上で考慮すべきであろう。

ゴール型ゲームとこれまでの実験環境における最大の

違いは，追跡者も運動している点であろう。ゴール型

ゲームにおいては，ゴールキーパーを含め，選手が絶え

ず位置を変更している。そのため，運動中・後の自身の

位置と運動中・後の追跡対象の位置関係を常に更新して

いく必要がある。また，ゴール型ゲームでは，運動する

対象との関係だけでなく，得点を決めるまたは防ぐため

に静止したゴールとの位置関係も考慮にいれる必要があ

る。ゴール型ゲームにおける複数の物体を追跡する現象

は，運動する物体との関係，運動する物体と静止する物

体が混在する状況などを考慮して検討を進める必要があ

るだろう。

ここまで考察したゴール型ゲーム特有の状況における

複数物体の追跡においては，ゴール型ゲームに存在する

文脈を理解することによって複数物体を追跡することが

可能だと考えられる （Abernethy et al., 1999；Williams 

et al., 2002）。本来，文脈とは文と文との論理的関係を

示すが，本稿ではゴール型ゲームにおける前後のプレー

をつなぐ背景や定石を示す言葉として用いた。すなわち，

選手（追跡者）がボールや他の選手の動きを追跡する際

には，選手自身が持つゴール型ゲームの経験に基づいて

物体の運動を予測し追跡していると考えられた。多物体を追

跡する能力についてこれまでの研究結果からは，競技の経

験が影響していることが示されている。Qiu et al.（2018）

は，競技における熟達度の違いによって，多物体追跡課

題の成績が異なることを示した。また，Jin et al.（2020）

は，バスケットボール選手と非スポーツ選手に対して複

数の運動速度を設定した多物体追跡課題の成績を比較

し，スポーツの熟達度と速い運動速度における多物体追

跡課題の正確性が関連していることを示した。一方で，

Memmert et al.（2009） は，ハンドボール熟練者とスポー

ツ非熟練者において多物体追跡課題の成績に違いは認め

られなかったことを報告している。これらスポーツ選手

を対象にした多物体追跡課題の研究においては，ゴール

型ゲームの熟達度による違いがあるかどうかについて一
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致した結果は得られておらず，更なる検討を進める必要

がある。たとえば，新たな実験としては，追跡者の年代

を分類することや，追跡者の競技経験を ① ゴール型ゲー

ム熟練者，② ゴール型ゲーム非熟練者のスポーツ選手，

③ 非スポーツ選手とより細かく分類して多物体追跡課

題の成績を比較することで，ゴール型ゲームの文脈理解

度や認知的能力の違いを示すことができるのではないだ

ろうか。

また，ゴール型ゲームにおいて複数物体を追跡する状

況では，単に複数物体を追跡するだけでなく，物体間に

優先順位をつけて追跡していると考えられる。たとえ

ば，ゴール型ゲームにおいてディフェンスをしている選

手は，失点を防ぐという目的を果たすためにボールを第

一に追跡し，次に自身がマークする対戦相手，他の対戦

相手，味方選手という優先順位を持って対象を追跡して

いるだろう。このような状況では，物体に払う注意量の

濃淡が起こり，またその濃淡は状況の移り変わりととも

に変化することが考えられる。ゴール型ゲーム熟練者が

複数物体を追跡できる秘訣は，この注意量の濃淡を統制

できる能力にあるのかもしれない。このゴール型ゲーム

特有の文脈を踏まえた実験課題を設定した研究は，これ

までに実施されていない。ゴール型ゲームのスポーツ選

手が複数物体を追跡する能力・方略については，これま

での多物体追跡の知見に加えてゴール型ゲーム特有の文

脈を含めて検討を行うことで，スポーツ選手がスポーツ

場面において示す注意方略の検討を進めることができる

と考える。また，ゴール型ゲームのスポーツ選手が持つ

能力について検討を進めていくことが，ゴール型ゲーム

熟練者の特徴を明らかにするだけでなく，非熟練者の能

力向上にもつながると考えられる （Williams and Grant, 

1999）。スポーツ場面におけるこれまでの学習方法は，

経験を積み重ねていくことが主なものだった。今後のよ

り効果的なパフォーマンス向上に向けては，科学的な知

見を積み重ねていく必要がある。
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